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　目的：干潟域における浄化機構を解明するため、水中からの有機物・栄養饅類、底泥間

隙水中の干湖時の前後における濃度変化、付着藻類の光合成作用による物質代謝、河川・

海水中の干潮時の前後における物質の変化をそれぞれ求める。

　方法：藤前干潟は、愛知県名古屋港西部に位置し、渡I) 鳥が集まる日本有数の渡来地で

ある。調査li 1 9 9 4年５月から19 9 5年９月までの主として夏期の月１回、大潮の干

潮時に干湖で干上がる前俊2時間ずつ4観測点で行った。付着m類の現存最と１次生産量

　（付着藻類は2.5ciiix5.0cmの而をブラシで掻き収り)を測定した。探集した藻類を、破素瓶

に入れ, 明略瓶法で光合成量を求めた。川隙水は底泥襄面よりセラッミクポーラスカップ

にi り探水し、底a. liアクリル､パイプを打ら込み」采収した。

　結果：塩素イオン濃度の鉛直分布から、川隙水中の動きは海水に比較し、非常に小さい

と推定された。付着藻類の現存量は珪藻類が大部分を占め、この生産が海水と比較’し高く、

付着藻類の光合成量の最大値は59 K ・ m‘'・ d-'　で･あった。間隙水中の溶存有機炭素

　（ＤＯＣ）は底iSi表面0- 15CI11層で、干潮後に８月と9 月､に減少が認められ、有機物の分

解による浄化作川が行われてると推定された。この変化した底泥問隙水中表面の各態窒!(?、

マン･ガン. 鉄の鉛直分布変Ji* II, NO ! －N, NO ，-Nの極大値が示され、溶存態マンガン

と鉄は共に深度I 0 - 2 0 c m IBで極小他を示し. fit素の彫響により浄化が進行してい乙

と示唆された。底泥の強熱減量（IX.）で/7< される布機物は、1 0 %を超えた仙が示され。
特に、7 月は顕著で.12％あった。
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[目的]三春ダムは福島県の郡山市および三春町の飲料水と農工業用水の供給を目的として

阿武隈地域に建設されている。本地域は平成6年頃より首都機能移転構想が持ち上がり、

その重要性は増大してきた。三春ダムの主要河川である大滝根川の水質が、完成後の湖水

の水質を左右すると考え、大滝根川の水質調査、三春ダムの一部であるプレダムとこれに
流入する牛総川の調査結果を比較し、大滝根川のダム建設における水質の変化をシュミレ

ーションすることを目的とした。
[方法]1994年6月から1995年12月、１ヶ月にI回の割合で、三春町西方の大滝根川、プレダム

および牛椛川の水質調査を実施した。理化学的検査項目は化学的酸素消費量(COD)、アン

モニウムイオン(NH.*)、リン酸イオン(P0<一一)、PH、電導度、濁度、水温等をパックテスト
および水質チェッカーU-10を用いて現地で測定した。BOD (5)は試料を持ち帰り、即日BOD

TASTER水マノメーター方式により測定した。細菌学的検査項目はE.coli、大腸菌群数およ
び生菌数で。それぞれEC培地、デスオキコレート培地および標準寒天培地を用いて測定し

た。
[結果]大滝根川は、BODが生活環境に係る環境基準値でD型、CODは現状で基準値を超えてい

た。NHには水道水源の水質環境基準で3類、P04‾‾は排水基準を超えていた。牛綸川とプレ

ダムの分析結果から、CODはダムの場合に若干数値は減少したが、大滝根川に建設される三
春ダムの湖水は、BOD、CODでは生活環境に係る環境基準値を超えることが予想され、Mt≒

PO,"≒NOa‾でもダム建設により湖水の水質の劣化が予想された。
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